
調査票回収～公表までの作業の流れ図 （資料２ 別紙）

毎月勤労統計調査　審査・集計業務流れ図

時期

調査月の翌月から 調査月の調査票

随時 （翌月10日までに提出）

調査月の翌月下旬

（確報は翌々月中旬）

前日処理の翌日以降

調査月の翌月末

（確報は翌々月中旬）

調査対象事業所 調査実施機関 調査所管課 システム処理（統計処理サーバ等） 外部委託業者
（都道府県に調査実施を委託） （雇用・賃金福祉統計室が所管）

調査票の枚数を確認
し、パンチ業者へ穿

孔委託

調査票

電子データ化

（ﾍﾞﾘﾌｧｲ厳守）

調査票

保管倉庫

保管倉庫

（3年保存）

調査票

パンチ後

データ

単独・関連チェック後データ

正常値

パンチ処理済み

異常値

集計データ（確定）

先述の６つの他、

・常用雇用指数

・賃金・労働時間指数

・実質賃金指数
・入離職率

・季調済賃金指数

・季調済入離職率

・季調済労働時間指数

ﾃﾞｰﾀを毎勤ｼｽﾃﾑへ転送

都道府県職員確認

所管係判断 結果対応

サマリデータ

調査票の枚数確認等を

行い、パンチ業者から
調査票を受領

職員目視確認 結果表を出力

（実数・指数要約表のみ）

<利用機関総合窓口＞

・仮掲載処理

・公表処理

紙調査票を提出

ｵﾝﾗｲﾝ調査システ

ム（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）で調
査票を提出

郵送又は統計調査員を通

じて調査票回収

調査票記載事項を確認

紙調査票を提出

（毎月15日まで）

調査票ﾃﾞｰﾀを都道府県で

直接ｼｽﾃﾑへ入力

調査票ﾃﾞｰﾀをｼｽﾃﾑへ

直接入力

ｵﾝﾗｲﾝ調査システム

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）で調査
票を提出

照会必要
照会不要

（独）統計ｾﾝﾀｰ

ｵﾝﾗｲﾝ調査サーバ
（独）統計ｾﾝﾀｰ

利用機関連携サーバ

厚労省

連携サーバ
毎勤ｼｽﾃﾑ内

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

単独・関連

チェック

全国集計用データ抽出

（調査票データ）

全国集計用データ抽出

（事業所データ）

<毎勤ｼｽﾃﾑ>

修正 修正あり

修正なし

必要に応じて、

異常値等を
修正

軽微な異常値･･･判定「B」ランク

重度な異常値･･･判定「C」ランク
正常値･･･判定「A」ランク

【疑義回答】

・修正有りの
場合は修正。

・修正無しの

場合はその
旨、回答。

再審査

都道府県へ

疑義照会

所管室判断

事業所規模

不一致リスト
Cランク保留データ

必要に応じて集計対象とする

必要に応じ、事業

所規模を変更

エラー・規模変更等

なし

あり

適宜修正後、再び集計用データを抽出

し、再度サーバーに読み込む（どこま
で戻るかは場合による）

問題あり

問題なし

サマリデータ

結果表を出力

（公表する統計表全て）

公表

結果表をエクセル化してe-Stat掲載

毎勤システム

（随時）

統計処理サーバ

（前日処理）

統計処理サーバ

（当日処理）

集計データ（暫定）

・指数要約表・計
・指数要約表・一般

・指数要約表・パート

・実数要約表
・実数原表

・特外給与・出勤日数

毎勤システム

（前日処理）

Cランク
規模不一致

公表用統計表作成（集計処理）※秘匿処理後

調査票データを積み上げて各サマリーを作成

事業所データと調査票データを統計処理サーバに

再度読み込む

確認用統計表作成（集計処理）※秘匿処理前

調査票データを積み上げて各サマリーを作成

毎勤システムから抽出したデータを

統計処理サーバに読み込む

毎勤第一係

企画調整係

毎勤第三係

企画調整係

毎勤第三係

毎勤第一係


